
　

５
月
31
日
第
二
地
区
主
催
の
蕨

狩
り
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

昨
年
の
２
月
25
日
に
、
松
本
保

健
所
管
内
の
六
十
歳
代
男
性
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し

た
事
が
テ
レ
ビ
及
び
新
聞
等
で
報

道
さ
れ
て
以
降
、
第
二
地
区
公
民

館
や
松
本
市
の
行
事
が
殆
ど
中
止

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
高
齢
者

が
感
染
す
る
と
重
篤
化
す
る
と
の

事
で
、
巣
ご
も
り
状
態
と
な
り
、

運
動
不
足
に
な
り
ま
し
た
が
、
ま

だ
ま
だ
若
い
つ
も
り
で
し
た
。
た

だ
、
最
近
歩
行
す
る
毎
に
足
裏

　

過
日
、
近
所
で
大
き
な
火
事
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
思
い
出
し

た
の
が
「
秋
葉
神
社
例
大
祭
」
で

す
。
秋
葉
神
社
は
、
火
防
の
神

様
と
言
わ
れ
て
お
り
、
春
は
乾
燥

し
風
が
強
い
の
で
、
そ
の
時
期
に

お
祭
り
が
行
わ
れ
ま
す
。
向
島
も

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の
た

め
、
直
会
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
例
大
祭
は
５
月
９
日
に
無

事
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

私
の
育
っ
た
沢
村
地
区
で
は
、

秋
葉
様
の
お
祭
り
が
な
く
、
こ

の
地
で
暮
ら
す
よ
う
に
な
っ
て
か

ら
知
っ
た
神
様
で
す
。
私
の
子
ど

も
達
が
通
学
の
際
、
毎
日
手
を
合

わ
せ
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま

す
。

　

さ
て
、
自
分
な
り
に
「
秋
葉
神

社
」
に
つ
い
て
調
べ
て
み
ま
し

た
。
秋
葉
山
本
宮
秋
葉
神
社
は
東

海
随
一
の
霊
山
と
の
呼
び
声
も
名

高
い
秋
葉
山
（
静
岡
県
浜

松
市
天
竜
区
春
野
町
に
あ

る
）
を
神
体
山
と
仰
ぎ
、
創

建
は
和
銅
２
年
（
7
0
9
）

と
伝
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

秋
葉
信
仰
の
歴
史
か
ら
御

祭
神
「
火ひ

之の

迦か

具ぐ

土つ
ち

大お
お

神か
み

」

と
呼
ば
れ
、
秋
葉
神
社
の

創
建
時
期
に
は
諸
説
あ
り

ま
す
が
、
古
よ
り
神
体
山
・

霊
山
と
し
て
仰
が
れ
て
お

り
、
そ
の
後
仏
教
や
修
験

道
が
入
る
こ
と
で
神
仏
習

合
の
霊
山
と
し
て
発
達
し

て
き
ま
し
た
。
木
造
建
築

が
主
流
で
火
事
が
多
か
っ

た
と
さ
れ
る
江
戸
時
代
、
全
国
的

な
流
行
を
見
せ
た
秋
葉
信
仰
で
し

た
が
、
明
治
元
年
（
1
8
6
8
）、

明
治
政
府
に
よ
っ
て
神
仏
分
離
令

が
発
布
。
神
仏
習
合
で
あ
る
秋
葉

大
権
現
も
分
離
を
迫
ら
れ
、
明
治

時
代
に
秋
葉
山
を
神
道
の
秋
葉
大

権
現
（
現
・
秋
葉
神
社
）
と
仏
教

の
秋
葉
寺
に
分
離
し
ま
し
た
。
そ

の
際
、
名
前
も
秋
葉
大
権
現
か
ら

秋
葉
神
社
に
改
称
さ
れ
た
そ
う
で

す
。
今
も
本
山
の
秋
葉
山
で
は
、

古
式
の
祭
儀
が
そ
の
ま
ま
に
営
ま

れ
、
全
国
津
々
浦
々
よ
り
崇
敬
さ

れ
、
我
が
向
島
町
会
で
も
お
祭
り

が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

が
引
っ
か
か
っ
た
り
姿
勢

が
前
の
め
り
に
な
っ
た
り
、

以
前
の
様
に
無
意
識
な
歩

行
が
困
難
と
な
り
、
老
化

が
進
行
し
て
る
こ
と
を
自

覚
し
、
体
力
を
保
持
し
た

い
思
い
で
参
加
し
た
次
第

で
す
。

　

以
前
、
蕨
狩
り
は
妻
の

実
家
の
畑
周
辺
で
目
を
皿

の
様
に
し
て
採
り
ま
し
た
。

蕨
の
後
、
同
じ
場
所
で
タ

ラ
の
芽
を
採
り
ま
し
た
。

義
兄
が
植
林
を
し
た
為
に
、

現
在
は
、
山
林
と
成
っ
て

蕨
も
タ
ラ
の
芽
も
採
れ
ま

せ
ん
。
懐
か
し
い
思
い
出
で
す
。

　

あ
れ
か
ら
三
十
有
余
年
、
久
し

振
り
の
蕨
狩
り
で
、
し
か
も
長
野

冬
季
五
輪
以
来
二
十
三
年
振
り
の

白
馬
。
気
分
は
浦
島
太
郎
で
、
北

小
谷
迄
の
道
中
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

道
路
か
ら
木
崎
湖
迄
、
佐
野
坂
ト

ン
ネ
ル
周
辺
、
信
濃
森
上
周
辺
、

白
馬
大
池
か
ら
南
小
谷
迄
、
小
谷

村
診
療
所
か
ら
北
小
谷
手
前
ト
ン

ネ
ル
の
連
続
等
、
今
昔
の
感
が
ひ

し
ひ
し
と
有
り
ま
し
た
。
尚
、
当

日
は
庄
内
地
区
も
同
じ
担
当
者

の
案
内
で
蕨
狩
り
を
し
て
い
ま
し

た
。
第
二
地
区
よ
り
30
分
遅
く
、

帰
路
は
30
分
早
く
帰
っ
て
行
き
ま

し
た
。
肝
心
の
蕨
狩
り
は
、
ポ
ツ

ン
と
一
軒
家
と
い
う
テ
レ
ビ
番
組

も
か
く
や
と
思
わ
れ
る
、
片
側
は

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
無
い
崖
淵
。
山

側
は
、
法
面
が
迫
っ
て
ヘ
ア
ピ
ン

カ
ー
ブ
の
連
続
で
ハ
ラ
ハ
ラ
ド
キ

ド
キ
で
し
た
。
蕨
は
ほ
ぼ
全
員

が
、
三
㎏
以
上
採
れ
た
と
思
わ
れ

ま
す
。
蕨
狩
り
の
後
は
、
道
の
駅

で
昼
食
を
頂
き
、
入
浴
も
済
ま
せ

バ
ス
で
帰
途
に
就
き
ま
し
た
。

　

蕨
の
ア
ク
抜
き
に
灰
を
多
く
入

れ
す
ぎ
て
失
敗
し
ま
し
た
。

「
秋
葉
神
社
」
に
つ
い
て

　
　
　
　
調
べ
て
み
ま
し
た

向
島
町
会
　
北 
原 
　
修

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
蕨
狩
り

　
竹 

平
　
隆 

一

栄
町
町
会
　
町
内
公
民
館
長

　  

◆ 

お
知
ら
せ 

◆

令
和
３
年
度

第
二
地
区
盆
踊
り
大
会
が

中
止
と
な
り
ま
し
た
。

松 本 市 公 民 館 報③ 2021（令和３）年７月30日（金） 第140号【第二地区版】

令和３年７月１日現在

1,397世帯

2,508人

1,198人

1,310人

総世帯数

総 人 口

男

女



　

若
い
頃
、「
君
の
瞳
は

1
０
０
０
０
ボ
ル
ト
」

と
い
う
曲
が
流
行
っ
た

が
、
今
、
コ
ロ
ナ
禍
に

お
い
て
、
マ
ス
ク
顔
の

瞳
が
ギ
ョ
ロ
ッ
と
、
痛

い
ほ
ど
の
視
線
を
感
ず

る
こ
と
が
あ
る
。

　

人
は
身
体
つ
き
や
顔
の
表
情
で

判
断
で
き
る
が
、
マ
ス
ク
を
か
け

て
い
る
と
、
瞳
だ
け
が
目
立
ち
、

知
人
で
も
近
く
ま
で
行
か
な
い
と

判
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。

　

私
は
仕
事
柄
、
多
く
の
瞳
の
視

線
に
さ
ら
さ
れ
た
。
40
人
な
ら
80

の
瞳
を
一
斉
に
向
け
ら
れ
る
と
耐

え
ら
れ
ず
、
シ
ャ
イ
な
私
は
自
然

と
伏
目
が
ち
と
な
る
。
そ
の
視
線

に
立
ち
向
か
う
に
は
、
強
い
意
志

を
持
た
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

目
標
に
向
け
生
き
生
き
と
し
た

瞳
。
笑
み
を
浮
か
べ
た
瞳
。
憂
い

を
漂
わ
せ
た
瞳
。
悩
み
を
訴
え
る

瞳
。
様
々
だ
が
、
特
に
若
人
の
、

自
己
を
確
立
し
、
自
立
し
た
瞳
は

非
常
に
美
し
く
綺
麗
で
あ
る
。　

　

歳
を
重
ね
る
に
従
い
、
鋭
さ
に

優
し
さ
が
伴
い
穏
や
か
な
瞳
と
な

る
。
コ
ロ
ナ
禍
、
悩
み
憂
い
の
あ

る
瞳
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
公
民

館
活
動
も
、
様
々
な
制
約
を
受
け

て
い
る
が
、
早
く
、
元
の
活
動
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
生
き
生
き

と
輝
い
た
瞳
を
持
ち
続
け
て
い
き

た
い
も
の
で
あ
る
。�

（
村
上
）

第二地区公民館周りが綺麗になりました

第
一
回
ふ
る
さ
と
料
理
講
座

　

６
月
29
日
、
福
祉
ひ
ろ
ば
の
講

座
で
赤
羽
み
ち
子
先
生
に
よ
る
、

「
ふ
る
さ
と
料
理
講
座
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
９
年
目
に
な
る
人
気

の
講
座
で
す
。
コ
ロ
ナ
感
染
予
防

と
し
て
、
午
前
・
午
後
の
２
部
制

に
し
て
、
12
人
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。
メ
ニ
ュ
ー
は
、
栄
養
の
バ

ラ
ン
ス
や
色
ど
り
を
考
え
て
い
た

だ
き
、
ぱ
っ
く
ん
お
に
ぎ
り
三
種
、

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
ミ
ー
ト
ロ
ー

フ
、
に
ん
じ
ん
の
オ
レ
ン
ジ
サ
ラ

ダ
、
パ
ン
ナ
コ
ッ
タ
を
作
り
ま
し

た
。
ま
だ
参
加
者
が
一
緒
に
試
食

で
き
な
い
の
が
残
念
で
す
。
興
味

の
あ
る
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

　

６
月
10
日
（
木
）
朝
７
時
か
ら

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
会
を
中
心
に
、

第
二
地
区
公
民
館
周
り
の
草
取
り

や
、
垣
根
の
剪
定
を
行
い
ま
し
た
。

梅
雨
の
時
期
で
天
候
が
心
配
で
し

た
が
無
事
に
雨
も
降
ら
ず
作
業
を

行
な
え
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で

公
民
館
周
り
が
綺
麗
に
な
り
ま
し

た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
会
の
皆
様
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

Before After

◆ 

文
化
委
員

南
源
地

南
源
地

長
沢
町

栄
町

常
盤
町

中
条
東
第
１

中
条
東
第
２

中
条
東
第
3

中
条
東
第
４

天
神
南
小
池
町

宮
村
町
１
丁
目

宮
村
町
２
丁
目

飯
田
町
１
丁
目

小
池
町

南
源
地

北
源
地

梅
ヶ
枝
町

長
沢
町

錦
町

常
盤
町

中
条
東
第
１

中
条
東
第
２

中
条
東
第
３

中
条
東
第
４

向
島

宮
村
町
１
丁
目

宮
村
町
２
丁
目

天
神
南
小
池
町

飯
田
町
１
丁
目

飯
田
町
２
丁
目

宮
村
町
１
丁
目

錦
町

南
源
地

中
条
東
第
１

小
池
町

宮
村
町
1
丁
目

向
島

栄
町

（
◎
：
委
員
長
　
○
：
同
副
）

◆ 

運
営
委
員

町
会
連
合
会
会
長

　
　
〃
　
副
会
長

　
　
〃
　
副
会
長

　
　
〃
　
　
会
計

町
内
公
民
館
長
会
会
長

民
生
･
児
童
委
員
協
議
会
会
長

健
康
づ
く
り
推
進
員
会
会
長

日
赤
奉
仕
団
分
団
長

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
会
会
長

子
ど
も
会
育
成
会
会
長

体
育
協
会
理
事
長

◆ 

館
報
編
集
委
員

中
条
東
第
２

錦
町

梅
ヶ
枝
町

北
源
地

南
源
地

飯
田
町
2
丁
目

◆ 

体
育
委
員

中
条
東
第
３

長
沢
町

栄
町

栄
町

中
条
東
第
１

中
条
東
第
２

宮
村
町
２
丁
目

◆ 

図
書
視
聴
覚
委
員

中
条
東
第
４

栄
町

小
池
町

北
源
地

梅
ヶ
枝
町

長
沢
町

中
条
東
第
２

令
和
３
年
度

公
民
館
五
部
門
委
員

◎
三
村
　
隆
彦

〇
伊
藤
　
博
敏

太
田
　
賀
夫

竹
平
　
隆
一

田
口
　
康
夫

原
　
喜
一
郎

岩
佐
　
　
仁

乾
　
　
康
弘

上
兼
　
誠
市

曽
根
原
清
司

瀬
原
田
久
隆

丸
山
　
悦
雄

小
林
　
隆
志

碇
屋
　
公
章

茅
野
　
幸
隆

大
野
　
貴
由

中
嶋
　
弘
壽

小
林
寿
美
子

下
林
　
清
次

市
川
　
英
夫

武
井
　
一
幸

松
宗
佳
代
子

飯
田
　
章
子

中
野
　
正
恵

上
條
　
一
茂

深
澤
　
正
篤

小
林
　
敬
司

横
山
　
和
明

林
　
　
　
真

村
上
　
圭
子

足
立
　
充
良

古
賀
　
　
寛

千
田
　
圭
子

丸
山
ち
な
み

横
内
理
津
子

和
地
太
佳
子

竹
内
　
　
優

降
籏
奈
穂
子

◎
青
栁
　
孝
明

〇
秋
山
　
博
見

〇
川
上
　
明
彦

上
條
　
一
茂

鴻
田
　
益
孝

松
田
　
妙
子

寺
嶋
加
枝
子

永
田
　
洋
子

小
林
　
純
子

北
原
　
　
修

北
川
　
清
三

◎
井
野
根
　
修

〇
青
栁
　
孝
明

川
上
　
明
彦

筒
井
　
完
次

茅
野
美
代
子

村
上
　
重
義

◎
横
山
　
知
充

〇
木
下
　
眞
吾

前
川
　
信
俊

坪
田
　
倉
平

武
井
　
一
幸

西
　
　
弘
子

横
内
　
美
香

◎
丸
山
　
公
正

〇
大
石
　
建
彦

小
林
　
正
一

須
澤
美
保
子

降
籏
　
勝
一

清
澤
　
梁
一

上
條
美
代
子
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